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★ 第 26 回参議院議員通常選挙の投開票結果★ 第 26 回参議院議員通常選挙の投開票結果
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住民が誇りを持って暮らすまち住民が誇りを持って暮らすまち
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７月８日に町民体育館で稲村ひとみ先生（前橋市でラケットショップを経営）をお招
きして、町スポーツ協会の新設事業となる「健康バドミントン教室」が開催されました。
教室には、60 代以上の初心者から経験者の方が集まり、ラケットの構え方からはじま
り、クリアやプッシュ、ヘアピンなどといった基本打ちを練習しました。



　今、多くの国で課題となっている地球温暖化。この主な原因で
ある二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスの排出を減らすため、
日本では 2020 年 10 月に「2050 年までに温室効果ガスの排出量
を実質ゼロ」を目指すカーボンニュートラルを宣言しました。

脱炭素社会脱炭素社会の実現に向けての実現に向けて
私たちにできることを考える私たちにできることを考える

なぜ「脱炭素社会」を目指す必要があるのか…。

　CO2 をはじめとする温室効果ガスには、地球の周
りを温室のように取り囲み、太陽からの熱（赤外線）
を逃がさないようにする効果があります。この効
果のおかげで、地球の気温は平均約 15℃に保たれ、
生物にとって快適な温度に保たれています。温室効
果ガスは悪者にされがちですが、この温室効果ガス
がなければ太陽からの熱が逃げてしまい、地球の気
温は約 -18℃に低下してしまいます。

　しかし、近年、人間の活動により、
大量の温室効果ガスが大気中に放
出され、地球の気温が上昇し、自
然界のバランスが崩れつつありま
す。これが地球温暖化です。

　地球温暖化が進行する
と、気温上昇や干ばつに
伴う水不足・食糧危機、
大規模な氷床の消失に伴
う海面上昇、病虫害の増
加、生物の種の絶滅など
数多くの悪影響が生じる
恐れがあります。

　この地球温暖化の原因である温室効
果ガスは約 75％が CO2 であり、CO2 の
排出を抑えることが地球温暖化を食い
止めることにつながるため、世界中で
「脱炭素社会」を目指す必要があります。

■ 問い合わせ先
　町民課　環境対策係
　（担当  田中恵太）

出典：環境省ホームページの画像を加工して作成

植物による
二酸化炭素の吸収

太陽光発電や風力発電など
再生可能エネルギーの活用

水素エネルギーや
電気自動車の導入

現　在 2050
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地球温暖化は、私たちが大量のエネルギーを使用する
ことよって引き起こされています。脱炭素社会の実現
には、私たち一人ひとりが取り組む必要があります。

脱炭素社会に向けて取り組むべきこと

おうちで省エネ！ ・エアコンの設定温度を、夏は28℃、冬は20℃にしましょう。
・使わない電化製品は、主電源を切り、コンセントからプラグを
　抜きましょう。
・家族で一部屋に集まり、使わない部屋の電気やエアコンは小ま
　めに消しましょう。
・古い家電から省エネ家電への買い換えを検討しましょう。
・太陽光発電システムの設置を検討しましょう。

電気を生成するためには火力発電などで大
量の CO2 を排出してます。電気の使用量を
抑えることで、CO2 の削減につながります。

買い物で省エネ！ ・食品は使い切れる分だけ購入し、買い過ぎには注意しましょう。
・旬のものや地場産品を選びましょう。
・購入してすぐに食べる場合は、商品棚の手前にある商品を購入
　しましょう。
・過剰包装のものは避けましょう。
・エコバッグやバスケットを使用しましょう。
・料理の作りすぎには注意し、食べきれる量だけ作りましょう。

生きていくうえで食品や日用品の購入は必
要不可欠です。その際に出るごみの焼却処
分には大量のエネルギーが必要であり、か
つ大量の CO2 が排出されます。買い物の仕
方次第で CO2 を削減できます。

水は
大切に使いましょう！

・お風呂でシャワーを使う際は小まめに止めましょう。
・食器を洗う時は洗い桶を使いましょう。
・食器や調理器の油分は新聞紙などで拭いてから洗いましょう。
・お風呂の残り湯を洗濯や掃除に使いましょう。
・節水効果のある蛇口やトイレへの交換を検討しましょう。
・トイレのレバーを使い分けましょう。
・定期的に水道メーターを確認し、漏水チェックをしましょう。

皆さんが普段使っている水道水は、皆さん
のおうちに運ばれるまでに大量のエネル
ギーを使用しています。
節水をすることは、CO2 の削減につながり
ます。

CO2 の少ない
交通手段を選ぼう！ ・近い距離はできるだけ歩いたり、自転車に乗るようにすると、

　健康的な生活にもつながります。
・自動車は、発進するときに約４割の燃料を使います。発進する
　ときはゆっくりとアクセルを踏み込みエコドライブを心がけま
　しょう。
・電気自動車やPHEV車の購入を検討してみましょう。キャンプ
　や災害時などでも活用できます。

自動車の CO2 排出量は、家庭からの CO2
排出量の約４分の１を占めます。徒歩や自
転車、公共交通機関など自動車以外の移動
手段を選択、エコドライブの実施をするこ
とで CO2 削減につながります。
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サステナブルな
ファッションを！ ・衣類をすぐに買い替えないようにしましょう。無駄遣いの防止

　にもつながり、ものを大切にする意識のきっかけを作ります。
・環境に配慮した服を選びましょう。洋服が作成されるまでのス
　トーリーを楽しむことができます。
・リサイクル・リユース素材を使った衣類を選ぶことで地球温暖
　化抑制に取り組む企業への応援にもなります。

日本の衣類廃棄量は年間約 100 万トン。１
人あたり約 26枚。洗濯表示を確認する、適
切なケアをするなど、気に入った１枚を長
く大切に着ることで衣類廃棄量を減らし、
CO2 の削減につながります。

３Ｒを心がけよう！ ・プラスチックごみを減らすため、マイボトルやマイバックを持
　ち歩きましょう。
・フリマアプリなどを活用して、ものを捨てるのではなく売却す
　るなどの選択肢を持ちましょう。
・修理することでまだ使えるものがたくさんあります。傷や汚れ
　などからすぐにものを捨てるのではなく、一度考えてから捨て
　ましょう。

３Ｒとはリデュース（ごみの発生抑制）、リ
ユース（再利用）、リサイクル（再生利用）
のことで CO2 の削減につながります。
まずは減らす工夫をしてみましょう。

環境保全活動に
積極的に参加しよう！

地球温暖化の現状は他人事ではなく、一人
ひとりの行動の上に成り立っています。森
林保全活動に参加し植林などをしたり、ご
家庭で出た生ごみを堆肥化させたりするこ
とで CO2 の削減につながります。

脱炭素社会に向けて取り組むべきこと

・環境を大事にする気持ちを行動で表せます。
・家庭から出る生ごみは生ごみ処理機を
　使って堆肥化させて肥料として使うか、
　減量化してから処分しましょう。
・脱炭素アクションの取り組みを発信、
　シェアすることで取り組みの輪を広め
　ることができます。

住宅用太陽光発電
システム設置費補助金

▶対　象
　設置工事着手前に申請さ
　れた住宅用太陽光発電シ
　ステムで、太陽電池パネ
　ルの公称最大出力の合計
　値が 10kW 未満のもの
▶補助額

【町内業者の施工】
　１kW あたり４万円

【町外業者の施工】
　１kW あたり２万５千円
※ただし上限は 20 万円

生ごみ処理機等設置費補助金

▶補助対象機器
①機械式生ごみ処理機
　生ごみを発酵、乾燥
　などの方法により分
　解や堆肥化、減量化
　する機械　
②生ごみ堆肥化容器
　コンポスト容器その
　ほか生ごみを堆肥化
　することを目的とし
　た容器
▶補助額　購入費の２分の１（上限２万円）

脱炭素社会に向けてご活用ください

問い合わせ先　町民課 環境対策係　担当　田中恵太
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■各投票所の投票率

投票区 投票所施設名

参議院選挙区
投票率（％） 今回

順位今回
(R4)

前回
(R1)

第１ あづま農村環境改善センター 69.84 71.36 ３

第２ 東公民館箱島分館 68.09 66.55 ７

第３ 東公民館岡崎分館 65.71 65.43 ９

第４ 東公民館新巻分館 68.32 67.98 ６

第５ 岩井公民館 60.37 61.09 18

第６ おおたこども園 63.65 61.18 13

第７ 小泉会館 71.86 74.60 １

第８ 泉沢公民館 66.33 72.99 ８

第９ 東吾妻町中央公民館 62.27 60.71 15

第 10 はらまちこども園 60.87 59.39 17

第 11 東吾妻町町民体育館 64.37 64.86 11

第 12 厚田新井集会所 64.37 65.93 11

第 13 矢倉多目的集会施設 61.74 65.85 16

第 14
東吾妻町岩島公民館

（麻の里会館） 68.98 69.75 ４

第 15 漆貝戸集会所 65.12 68.31 10

第 16
吾妻峡周辺地域振興センター

（松谷集会所） 68.72 68.23 ５

第 17 大戸区公民館 58.97 60.00 19

第 18 萩生区民会館 62.57 61.92 14

第 19 西榛名婦人ホーム 51.16 51.02 22

第 20 さかうえこども園 53.54 53.63 21

第 21 須賀尾公民館 71.86 73.29 １

第 22 大柏木集会所（公民館） 58.47 58.14 20

平 均 投 票 率 63.30 63.54

※各投票区の投票率には、期日前投票・不在者投票が含まれ　 
　ています。

▶選挙区選挙
　（投票者総数 7,148 人、無効投票数 231 票）

候補者氏名 得票数

小島　ただふみ 92 票

にいくら　てつろう 192 票

中曽根　弘文 4,858 票
白井　けいこ 1,295 票
高橋　たもつ 480 票

※立候補届出順、敬称略

▶比例代表選挙
　（投票者総数 7,146 人、無効投票数 293 票）

政党等の名称 得票総数

幸 福 実 現 党 13 票

日 本 維 新 の 会 490 票

れ い わ 新 選 組 235.105 票

公 明 党 864 票

ご ぼ う の 党 25 票

立 憲 民 主 党 907.213 票

国 民 民 主 党 236.756 票

参 政 党 142.333 票

日 本 第 一 党 11.030 票

日 本 共 産 党 353.111 票

新 党 く に も り 9 票

自 由 民 主 党 3,271.447 票

社 会 民 主 党 202 票

N H K 党 88 票

維 新 政 党・ 新 風 4 票

※名簿届出政党等受付順

東吾妻町開票所の開票結果

■問い合わせ先　東吾妻町選挙管理委員会
　　　　　　　　（役場総務課内 担当  根津俊明）

　町選挙管理委員会より、令和４年 7 月 10 日執行の第 26 回　町選挙管理委員会より、令和４年 7 月 10 日執行の第 26 回
参議院議員通常選挙に参議院議員通常選挙におけるおける投開票結果をお知らせします。投開票結果をお知らせします。
　今回の選挙は、コロナ禍での投票となり投票率の著しい低　今回の選挙は、コロナ禍での投票となり投票率の著しい低
下が心配されましたが、前回の水準を維持することができま下が心配されましたが、前回の水準を維持することができま
した。当町の投票率は、全国や県内の市区町村に比べ高い傾した。当町の投票率は、全国や県内の市区町村に比べ高い傾
向にあります。（全国平均 52.05％、県平均 48.49％）向にあります。（全国平均 52.05％、県平均 48.49％）
　今後も大切な１票を棄権することなく、国政に国民の声を　今後も大切な１票を棄権することなく、国政に国民の声を
届ける貴重な機会ですので、投票をお願いします。届ける貴重な機会ですので、投票をお願いします。

第 26 回

参議院議員通常選挙の投開票結果
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※記念撮影時のみマスクを外しています。

Higashiagatsuma　Town NewsHigashiagatsuma　Town News

　桑原賢一さんが高齢者叙勲（瑞
ずいほうそうこうしょう

宝双光章）の教育
功労部門で受章されました。高齢者叙勲は、春秋叙
勲の基準を満たしながら受章していない功労者のう
ち 88 歳を迎えた方に春秋叙勲とは別に授けられる
ものです。桑原さんは、学校現場で活躍されたほか
社会教育指導員として教育行政に携わり、町の生涯
学習・社会教育に幅広くご尽力されました。

桑桑 原賢一さんが受章
令和３年度高齢者叙勲

　６月 24 日に東小学校で健康について考える学校
保健委員会が行われました。児童保健給食委員の児
童は、健康診断と生活習慣のチェックリストの結果
から課題を見つけ出し、健康に過ごすにはどのよう
にしたらよいのか発表しました。その後、吾妻警察
署員から「インターネットを安全に利用する方法」
をテーマに講演していただきました。

康とネット利用について考える
東小学校 第１回学校保健委員会

　「社会を明るくする運動」の強調月間に合わせ、
７月 15 日に吾妻保護司会町支部長の佐藤弘さん
と町更生保護女性会代表の水出なほ子さんが役場
を訪れました。岸田文雄首相と県更生保護女性連
盟からのメッセージが読み上げられ、町へ伝達さ
れました。これを受け町長は「皆さんと犯罪のな
い街づくりに全力で尽力したい」と答えました。

犯犯 罪や非行が起きない社会に
社会を明るくする運動

　７月７日の七夕にちなみ、はらまちこども園で
七夕まつりが行われました。園児たちは七夕当日
までに、折り紙で作った七夕飾りや願いごとを書
いた短冊を笹に飾り付けました。短冊には「お医
者さんになりたい」などの将来の夢などが書いて
ありました。当日は、先生が七夕の由来について
パネルシアターを使って園児たちに教えました。

短短 冊に願いを込めて
はらまちこども園 七夕まつり

健健
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【第 15 回東吾妻町民ゴルフ大会】
▶期　日　令和４年７月３日㈰
▶場　所　伊香保ゴルフクラブ
▶結　果　（敬称略）　
　優　勝　田中　博
　準優勝　杉原　宏壮
　３　位　高木　雅道

▲ 優勝した田中 博 氏

　７月 17 日に第８回 THE 岩櫃城忍び登山が
岩櫃山平沢登山口駐車場を発着点に開催され
ました。同イベントは、岩櫃山を駆け抜けて、
東吾妻町の自然とスカイランニングを楽しん
でもらうための企画で、３年ぶりの開催とな
りました。
　今回は県内外から約 100 名の選手が出場し
ました。大会結果は以下のとおりです。

▶結　果　（敬称略）　
【忍たまコース（初級者向け　1.2㎞）】　

男子の部 女子の部

低学年の部
優　勝 小泉　俊太 齋藤　愛海

準優勝 横山　樹　 上杉　芽生

３　位 二本松　傑 ー

中学年の部
優　勝 佐藤　悠月 田口　夏稀

準優勝 森川凉太郎 吉澤　香　

３　位 肥後　武蔵 上杉　奈央

高学年の部
優　勝 吉澤　旺　 町田　彩羽

準優勝 齋藤　海聖 大竹　結心

３　位 佐藤　朋輝 原澤野々花

一般の部
優　勝 山下　裕昌 柴崎　直美

準優勝 山本雅千代 桐生加代子

３　位 ー 石丸美代子

【岩櫃忍者コース（中上級者向け　4.0㎞）】
男子の部 女子の部

中学生の部
優　勝 大竹　実吹 田口　倖菜

準優勝 大貫　廉　 齋藤　夢海

３　位 町田　満敬 ー

一般の部
優　勝 乾　　碩　 齋藤　磨実

準優勝 田村　貴之 須藤吉仕子

３　位 平沢晋太郎 吉澤　早紀

岩櫃城　 忍び登山の大会結果THE

ひがしあがつまタウンニュースひがしあがつまタウンニュース

町スポーツ大会 参加者 募集中
【第 31 回 町民バスケットボール大会】

▶日　時　令和４年８月 21 日㈰　８時～
▶場　所　東吾妻中学校体育館

【第 16 回 町民バレーボール大会】
▶日　時　令和４年８月 21 日㈰　９時～
▶場　所　町民体育館

町スポーツ結果を 報  告 します！ 問い合わせ先
スポーツ協会事務局（☎ 68-0245）
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２
つ
で
す
。
１
つ
は

災
害
で
、
近
年
日
本
で
は
何
十
年
、
何

百
年
に
一
度
の
災
害
と
呼
ば
れ
る
現
象

が
顕
著
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
災

害
に
関
し
、
過
去
の
災
害
痕
跡
か
ら
未

来
に
起
こ
り
得
る
災
害
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
備
え
て
い
く
の
か
、
考
古
学
サ

イ
ド
か
ら
の
発
言
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
東
日
本
大
震
災
後

に
関
し
て
は
、
各
地
で
こ
れ
ま
で
確
認

さ
れ
て
い
た
地
震
や
津
波
の
痕
跡
に
つ

い
て
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
触
れ
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
社
会
提

言
へ
と
結
べ
な
か
っ
た
過
去
を
見
直

し
、
よ
り
災
害
に
関
し
て
考
古
学
か
ら

い
え
る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索
し
た
結

果
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
め
は
東
吾
妻
町
の
広
報
「
ひ
が

し
あ
が
つ
ま
」
８
月
号
の
配
布
日
が
８

月
５
日
と
い
う
こ
と
で
、
後
ほ
ど
ふ
れ

る
「
浅
間
山
大
噴
火
か
ら
２
４
０
年
」

の
ま
さ
に
２
４
０
回
忌
の
当
日
と
い
う

運
命
の
巡
り
合
わ
せ
に
気
が
付
き
、
こ

の
浅
間
山
大
噴
火
に
つ
い
て
そ
の
記
憶

を
繋
げ
る
た
め
の
運
命
的
な
企
画
で
は

な
い
か
と
考
え
た
次
第
で
す
。
そ
れ
で

は
関
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

関　

嬬
恋
郷
土
資
料
館
の
関
俊
明
で

す
。
本
日
は
、
遠
路
、
嬬
恋
ま
で
お
越

し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

𠮷
田　
早
速
で
す
が
、
関
さ
ん
の
経
歴

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
確
か
公
益
財
団

法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

（
以
下
、
事
業
団
）
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
よ
ね
？

関　

私
は
も
と
も
と
西
中
之
条
の
生
ま

れ
で
、
現
在
は
東
吾
妻
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
県
内
小
中
学
校
、
事
業
団
勤
務

を
経
て
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
嬬
恋

郷
土
資
料
館
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
事

業
団
で
勤
務
し
て
い
た
２
０
０
２
年
で

す
が
、
貴
重
な
機
会
を
得
ら
れ
て
、
ポ

ン
ペ
イ
遺
跡
（
※
イ
タ
リ
ア
、
ロ
ー
マ
に

あ
る
古
代
都
市
遺
跡
。西
暦
79
年
の
ヴ
ェ

ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の
噴
火
に
よ
り
発
生
し

た
軽
石
と
火
砕
流
に
よ
り
完
全
に
埋
没

し
た
）
発
掘
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
１
０
４
６
体
目

の
遺
体
が
石
膏
型
の
レ
プ
リ
カ
と
し
て

そ
の
後
日
本
国
内
で
展
示
さ
れ
た
後
こ

の
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ

に
運
命
の
再
会
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、

現
在
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
団
で
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に

伴
う
発
掘
調
査
を
中
心
に
、
県
内
の
遺

跡
の
調
査
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
八
ッ
場
の
遺
跡
の
多
く
は
湖
底
に

沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
天
明
３
年

の
浅
間
災
害
遺
跡
の
調
査
な
ど
に
携
わ

ら
せ
て
も
ら
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
中
で
こ
の
遺
跡
の
痕
跡

を
遺
跡
だ
け
で
は
な
く
、
各
所
に
残
る

痕
跡
な
ど
を
含
め
て
調
査
し
て
い
く
ま

さ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う

考
え
方
に
惹
か
れ
、
博
物
館
学
に
も
触

れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

𠮷
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ポ

ン
ペ
イ
の
発
掘
調
査
に
参
加
さ
れ
て
い

た
の
で
す
か
！
な
か
な
か
海
外
で
の
調

査
に
参
加
と
い
う
機
会
も
な
い
な
か
で

そ
の
経
験
は
す
ご
い
で
す
ね
。
素
直
に

羨
ま
し
い
で
す
（
笑
）。

　

ポ
ン
ペ
イ
調
査
に
参
加
し
、
さ
ら
に

事
業
団
で
八
ッ
場
の
調
査
に
関
わ
る
中

で
こ
の
浅
間
山
の
噴
火
、
そ
し
て
災
害

遺
跡
へ
と
接
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

こ
ろ
に
関
さ
ん
の
研
究
ル
ー
ツ
が
あ
り

そ
う
で
す
ね
。
実
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
、

地
元
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
浅
間

山
大
噴
火
、
天
明
泥
流
の
研
究
者
が
い

た
こ
と
に
私
が
関
さ
ん
と
お
知
り
合
い

に
な
っ
た
当
初
は
驚
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
（
笑
）。
そ
れ
で
は
改
め
て
こ
の

浅
間
山
大
噴
火
の
影
響
、
記
憶
、
痕
跡

に
つ
い
て
調
べ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
そ

の
直
接
的
な
出
来
事
は
な
ん
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

関　
そ
う
で
す
ね
、
最
初
の
き
っ
か
け

 【嬬恋郷土資料館長】

関　俊明 氏

浅間山大噴火から 240 年・天明三年

嬬恋郷土資料館長　関 俊明 氏と語る

　昨今は数十年に一度の大災害と呼ばれる自然災害が多発しています。その中で災害より文化
財を守ろうという取り組みが全国的に展開し始め、群馬県でも「群馬歴史資料継承ネットワー
ク（通称ぐんま史料ネット）」が発足し、災害時の文化財保存へ向けた連携・活動などが検討
されるようになりました。東吾妻町を含む吾妻郡も、過去に多くの自然災害を経験しています。
その著名なものといえば、天明３年（1783 年）の浅間山大噴火によって発生した泥流（いわゆ
る天明泥流）による被害が挙がるでしょう。さてこの天明泥流とはいかなるものだったか、些
少でもその記憶を紡ごうと思い、この泥流について国内で最も精通している研究者である嬬
恋郷土資料館長の関俊明さんと対談を行うこととしました。それではどうぞお楽しみください。

東吾妻町の東吾妻町の歴史・文化探訪歴史・文化探訪
問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  𠮷田智哉）

東吾妻町の歴史・文化探訪
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は
現
在
長
野
原
町
役
場
と
な
っ
て
い
る

場
所
で
泥
流
下
の
畑
跡
を
調
査
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
天
明
泥
流（
１
７
８
３

年
８
月
５
日
）
に
埋
も
れ
る
直
前
に
遺

跡
の
畑
跡
に
堆
積
し
て
い
た
軽
石
の

降
っ
た
日
付
を
読
み
解
く
「
謎
解
き
」

が
で
き
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
返
さ
れ

ま
す
。
よ
く
歴
史
学
者
は
、
史
料
を
読

み
解
い
て
「
過
去
の
時
間
を
独
り
占
め

し
た
気
持
ち
に
な
る
」
と
い
い
ま
す
が
、

私
は
発
掘
調
査
を
通
し
て
、
浅
間
山
の

噴
火
を
伝
え
る
文
字
記
録
や
火
山
学
、

民
俗
学
、
農
学
と
い
っ
た
諸
々
の
情
報

の
集
約
で
、
掘
り
出
し
た
畑
の
「
謎
解

き
」
が
で
き
た
の
で
同
じ
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

ん
な
調
査
を
し
て
い
た
時
に
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
災

害
史
」
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
の
時
に
、
発
掘
調
査
さ
れ
た

モ
ノ
（
目
に
見
え
る
実
物
）
だ
け
で
は

な
く
、
災
害
か
ら
の
復
興
や
語
り
継
ぎ

と
い
う
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
歴
史
災
害

を
多
面
的
に
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

内
閣
府
中
央
防
災
会
議
と
し
て
、
災
害

教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
に

参
加
し
、
浅
間
山
大
噴
火
に
つ
い
て
と

り
ま
と
め
を
し
た
こ
と
な
ど
も
大
き
な

き
っ
か
け
と
い
え
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

𠮷
田　
な
る
ほ
ど
で
す
ね
。
自
分
が
調

査
し
た
遺
跡
の
出
土
遺
構
や
遺
物
に
惹

か
れ
、
そ
れ
が
自
分
の
専
門
に
な
る
。

私
も
ま
さ
に
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
専

門
が
決
ま
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
大
学

で
専
門
と
し
た
の
は
縄
文
時
代
後
期
の

集
落
や
住
居
論
だ
っ
た
の
で
す
が
、
大

学
１
年
の
夏
に
鎌
倉
市
で
発
掘
調
査
に

参
加
し
て
か
ら
は
中
世
都
市
遺
跡
の
遺

構
・
遺
物
の
多
彩
さ
に
惹
か
れ
て
今
も

中
世
考
古
学
を
専
門
に
し
て
進
め
て
き

ま
し
た
か
ら
。

　

話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
吾
妻
郡
で
、

そ
し
て
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
発
掘

調
査
に
長
く
従
事
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ

の
中
で
い
わ
ゆ
る
天
明
泥
流
の
痕
跡
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
影
響
を
目

に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
と
思
う

の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
成
果
に
触

れ
る
中
で
、
こ
の
浅
間
山
大
噴
火
が
こ

の
吾
妻
郡
に
大
き
く
与
え
て
い
る
こ
と

を
実
感
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
ま
ず
こ
の
浅
間
山
大
噴
火
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
特

に
東
吾
妻
町
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影

響
が
、
そ
し
て
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
の

か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
点
で
は
長

野
原
町
に
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
や
ん
ば

天
明
泥
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
こ
の

噴
火
の
際
の
東
吾
妻
町
の
被
害
と
し
て

死
者
67
人
、
被
害
家
屋
１
６
１
棟
と
い

う
具
体
的
な
数
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
（『
や
ん
ば
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
常
設
展
示
図
録
』）。
こ

の
辺
り
も
深
掘
り
を
お
願
い
で

き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

関　

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
今

か
ら
２
３
９
年
前
の
天
明
３
年

浅
間
山
大
噴
火
で
す
が
、
ほ
ぼ

３
カ
月
に
わ
た
っ
た
噴
火
で
、

鎌
原
村
を
は
じ
め
と
す
る
上
州

側
の
村
々
に
被
害
を
出
し
ま
し

た
。
特
に
大
き
な
被
害
が
運
命

の
８
月
５
日
の
出
来
事
に
な
り

ま
す
。
そ
の
前
日
の
４
日
、
火

砕
流
が
火
口
か
ら
流
れ
出
ま
し
た
が
、

人
家
ま
で
は
及
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
の

後
火
口
か
ら
鬼
押
出
し
溶
岩
が
流
れ
出

て
、
噴
火
が
原
因
で
発
生
し
た
土
砂
の

流
れ
が
、
こ
こ
鎌
原
を
襲
っ
た
あ
と
吾

妻
川
に
入
り
天
明
泥
流
と
し
て
流
れ

下
り
沿
岸
の
村
々
を
襲
っ
て
い
き
ま
し

た
。
吾
妻
川
か
ら
利
根
川
へ
と
合
流
し

た
流
れ
は
、
太
平
洋
・
江
戸
（
東
京
）

湾
へ
と
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
の
泥

の
流
れ
は
県
内
と
埼
玉
沿
岸
く
ら
い
ま

で
で
、
そ
の
後
は
「
黒
く
濁
っ
た
水
」

だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

が
、
そ
の
記
録
さ
れ
た
絵
図
を
み
る
と

川
の
色
が
違
う
場
所
が
あ
り
、
非
常
に

印
象
的
な
光
景
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
火
山
灰
な
ど
の
噴
出
物

は
中
山
道
方
向
（
浅
間
山
火
口
か
ら
東

北
東
方
向
）
に
厚
く
降
り
注
ぎ
、
武
州
・

江
戸
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
天
明
泥
流
に
よ
る
東
吾
妻
町
の

被
害
は
、
三
島
19
、
厚
田
６
、
川
戸
９
、

岩
井
１
、
小
泉
１
、
奥
田
１
、
箱
島

２
、
松
尾
３
、
横
谷
12
、
岩
下
４
、
矢

倉
９
と
い
う
よ
う
に
、
各
村
々
で
、
計

67
人
の
犠
牲
者
数
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
字
は
天
明
４
年（
１
７
８
４

年
）
に
信
濃
善
光
寺
大
勧
進
が
行
っ
た

施せ

が

き
餓
鬼
供
養
の
際
に
、
経き
ょ
う
ぎ木
を
吾
妻
川

の
右
左
岸
、
鎌
原
か
ら
川
嶋
ま
で
、
大

前
か
ら
北
牧
ま
で
の
２
系
統
に
分
け

て
、
隣
の
村
へ
と
廻
し
送
っ
た
際
の
記

録
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
近
年
面
白
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
行
わ
れ
た
信
濃
善

光
寺
の
７
年
ご
と
の
御
開
帳
は
、
翌
天

関 館長との対談の様子
（嬬恋郷土資料館）　

　 浅間山大噴火から 240 年
「天明三年」を語り継ぐ   
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明
５
年
（
１
７
８
５
年
）
３
回
忌
の
法

要
に
あ
た
り
、
こ
の
災
害
の
慰
霊
と
供

養
を
起
源
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。
当
時
の
大
僧
正
が
こ
の
浅
間

山
が
噴
火
す
る
直
前
に
吾
妻
に
来
て
お

り
、
そ
の
数
日
後
に
噴
火
が
起
こ
っ
た

と
い
い
、
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
で
こ
の

吾
妻
地
域
で
の
被
害
が
と
て
も
他
人
事

と
は
思
え
ず
、
そ
れ
が
御
開
帳
へ
と
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
こ
の

吾
妻
と
善
光
寺
を
結
ぶ
縁
と
も
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
原
町
善
導
寺
の
門
前

の
供
養
塔
は
、
７
回
忌
・
23
回
忌
・
33

回
忌
・
50
回
忌
・
１
５
０
回
忌
と
い
っ

た
５
回
に
わ
た
る
追
善
供
養
を
伝
え
て

い
ま
す
。
被
害
数
で
い
く
と
原
町
で
は
、

犠
牲
者
を
一
人
も
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
れ
だ
け
懇
ろ
に
追
善
供
養
が

な
さ
れ
て
い
る
場
所
は
ほ
か
に
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。「
天
明
三
年
」
の
語
り

継
ぎ
の
上
で
、
東
吾
妻
町
に
お
い
て
と

ら
え
ら
れ
る
特
徴
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
も
う
一
つ
こ
ん
な
話
も
あ
り
ま
す
。

幕
府
の
田
畑
の
復
旧
工
事
で
は
、
掘
り

返
し
表
面
の
大
小
の
礫
つ
ぶ
て
を
片
付
け
ま
し

た
（
上う

え
ほ
り掘
）。
し
か
し
、
実
際
の
耕
作

者
に
と
っ
て
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は

な
く
「
カ
タ
チ
ば
か
り
の
復
旧
工
事
」

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
原
町
在
住

の
富
沢
久
兵
衛
は
「
二
番
開
発
」
と
呼

び
、
私
財
を
投
入
し
て
入
念
に
耕
土
を

復
旧
さ
せ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す

（
天
明
５
年
～
同
８
年
春
工
事
）。
そ
の

成
果
は
、
一
番
開
発
後
、
壱
塚
で
大
豆

収
量
は
「
５
～
６
升
」
で
あ
っ
た
の
が
、

「
２
斗
５
升
」
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す

か
ら
、
実
に
５
倍
に
な
っ
た
こ
と
を
記

録
し
て
い
ま
す
。「
ケ
イ
ホ
ツ
バ
」（
ケ

イ
ホ
ツ
＝
開
発
？
）
な
ど
と
呼
ば
れ
る

耕
作
地
が
郡
内
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
先
人
の
弛た
ゆ

ま
ぬ
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

天
明
８
年
（
１
７
８
８
年
）
に
は
、

岩
下
・
矢
倉
・
郷
原
・
松
尾
・
横
谷
・

川
原
畑
・
林
・
三
島
の
８
カ
村
連
名
の

嘆
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
再
開
発
行
為
が
周
辺
へ
と
広

が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

久
兵
衛
は
「
人
々
ノ
手
本
ニ
も
可な
る
べ
し成
と

存ぞ
ん
じ
つ
け
み

付
巳
（
天
明
五
年
）
ノ
二
月
よ
り
初

壱
丈
斗
り
ヅ
ゝ
ニ
五
六
間
ツ
ゝ
間
を
置

ほ
り
候
へ
ハ
人
々
立
寄
見
物
不い
た
さ
ぬ致
人
ハ

壱
人
も
無こ
れ
な
く之
候
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
、
上
信
道
工
事
に
先
立
っ

て
調
査
さ
れ
た
厚
田
の
新
井
遺
跡
な
ど

で
は
、
土
坑
を
掘
り
、
礫
を
片
付
け
る

た
め
に
埋
め
込
ん
だ
も
の
と
、
規
則
正

し
く
断
面
が
箱
型
の
長
く
深
い
土
坑
を

掘
り
、
元
の
耕
作
土
を
掘
り
上
げ
た
復

旧
土
坑
が
、
対
比
的
に
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
人
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
た
痕
跡
の
上
に
、
今
日
の
耕
作

地
・
我
々
の
生
活
が
あ
る
と
い
う
こ
と
・

歴
史
の
一
断
面
を
改
め
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

東
吾
妻
町
と
こ
の
嬬
恋
を
結
ぶ
事
柄

も
あ
り
ま
す
。
鎌
原
の
延
命
寺
の
門
石

が
流
さ
れ
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
年
）

矢
倉
の
河
原
で
見
つ
か
り
、
矢
倉
の
鳥

頭
神
社
で
保
管
さ
れ
た
の
ち
、
昭
和
18

年
（
１
９
４
３
年
）
に
鎌
原
観
音
堂
に

戻
さ
れ
ま
し
た
。
岩
島
地
区
出
身
の

鎌
原
の
小
学
校
の
先
生
の
情
報
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
災
害
」
は
、
後
の
人
と
の
つ
な
が

り
を
生
む
も
の
だ
、
と
い
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
東
吾
妻
町
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
鎌

原
の
地
へ
来
て
い
た
だ
き
、
思
い
を
馳

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
旧
東
地
区
の
「
雷
神
岩
・

流
動
岩
」
と
呼
ぶ
浅
間
石
、
吾
妻
渓
谷

の
猿
橋
が
流
さ
れ
た
記
録
、泥
流
が
「
細

谷
の
地
蔵
堂
を
除
け
て
流
れ
た
」
と
い

う
伝
承
、
万
年
橋
と
呼
ば
れ
た
郷
原
の

長
須
橋
は
公
儀
橋
で
、
泥
流
で
流
さ
れ

た
あ
と
真
っ
先
に
仮
橋
が
か
け
ら
れ
た

記
録
、
原
町
の
河
原
に
あ
っ
た
「
吾
妻

七
石
」
の
一
つ
「
立
石
」
も
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
記
録
、
道
路
工
事
で
泥
流
中

か
ら
見
つ
か
っ
た
原
町
新
井
の
庚こ
う
し
ん申
供

養
塔
と
馬
頭
観
音
、
原
町
顕
徳
寺
に
は

天
明
６
年
の
供
養
の
た
め
の
多
宝
塔
な

ど
非
常
に
多
く
の
痕
跡
や
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。

𠮷
田　

あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

思
っ
た
以
上

に
東
吾
妻
町

に
は
浅
間
山

大
噴
火
の
事

象
が
各
場
所

に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
を

実
感
で
き
ま

す
ね
。
当
時

の
記
録
、『
淺
間
山
津
波
實
記
』
な
ど

の
ほ
か
に
旧
岩
井
村
の
泥
流
被
害
を
描

い
た
絵
図
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
そ
う
い
っ
た
も
の
か
ら
当
時
の
被
害

状
況
、
そ
の
凄せ
い
さ
ん惨
さ
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
同
時
に
背
筋
が
凍
る
ほ
ど
の

恐
怖
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
こ
の
災
害
を
ど
う
乗
り
越
え
て

い
っ
た
の
か
、
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
思
う
の
で
す
が
…
。
な
ぜ
忘
れ
よ
う

と
も
し
な
か
っ
た
の
か
…
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
今
の
お
話
を
踏
ま
え

て
、
現
在
嬬
恋
郷
土
資
料
館
が
中
心
と

な
っ
て
動
い
て
い
る
連
携
事
業
「
浅
間

山
大
噴
火
か
ら
２
４
０
年
」
に
つ
い
て

触
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
事
業
は
東
吾
妻

町
も
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
参
加
し
て

東吾妻町の

歴史・文化探訪
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い
ま
す
。
で
は
関
さ
ん
、
こ
の
事
業
の

主
な
と
こ
ろ
と
そ
の
思
い
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

関　
天
明
の
浅
間
山
噴
火
か
ら
４
廻
り

目
の
「
六ろ
く
じ
っ
か
ん
し

十
干
支
」
の
節
目
の
時
間
経

過
の
時
点
で
、
関
係
す
る
資
料
を
も
っ

て
い
る
関
係
機
関
で
、
こ
の
テ
ー
マ
を

も
っ
て
一
緒
に
展
示
や
講
演
会
な
ど
が

開
催
で
き
た
ら
と
い
う
発
想
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
が
２
３
９
年

で
２
４
０
回
忌
の
年
、
来
年
は
２
４
０

年
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。「
天

明
三
年
」
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
通
し
て
火

山
噴
火
や
災
害
に
つ
い
て
考
え
て
い
っ

て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
節
目
の
年
に
、
か
つ
て
地
元

に
起
こ
っ
た
歴
史
災
害
の
実
相
に
つ
い

て
知
る
こ
と
や
遭
遇
し
た
人
た
ち
へ
の

供
養
、
こ
の
先
の
発
生
す
る
か
も
し
れ

な
い
災
害
と
社
会
の
関
係
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
と
し
て
つ
な
げ
て
い
っ
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
外
も
含
め
て
、
17
の
関
係
機
関
で

こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
企
画
展
示
や
講

演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施
中

で
す
。
連
携
の
意
味
を
込
め
て
、
チ
ラ

シ
に
「
浅
間
山
大
噴
火
か
ら
２
４
０
年
・

「
天
明
三
年
」
を
語
り
継
ぐ
」
と
赤
帯

を
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
当
館

で
も
、
８
月
５
日
か
ら
19
日
に
、「
宥

弁
の
歩
ん
だ
足
跡
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
「
天
明
三
年
」
供
養
の
仏
像
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

𠮷
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

回
関
さ
ん
か
ら
こ
の
お
話
が
き
て
い
な

け
れ
ば
、
私
自
身
あ
ま
り
考
え
て
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
化
財
保

護
担
当
と
し
て
ま
だ
ま
だ
視
線
が
及
ん

で
い
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

の
被
災
を
善
導
寺
の
供
養
塔
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
過
去
の
人
々
は
忘
れ
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
く
、
語
り
継
ご
う
と

し
た
そ
の
思
い
は
推
し
量
る
も
の
が
あ

る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。
最
後
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
関
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
？

関　

災
い
に
対
し
て
人
は
、「
祈
る
」

「
助
け
合
う
」「
乗
り
越
え
る
」
も
の
だ
、

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
目
に
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
、
深
く
問
い

詰
め
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
が
災

害
研
究
と
し
て
係
わ
っ
て
く
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
理
系
・
文
系

の
ワ
ク
を
越
え
て
災
害
を
見
て
い
く
研

究
に
分
化
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う

し
、
災
害
と
暮
ら
し
を
考
え
る
立
場
か

ら
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
工
夫
、

ヒ
ン
ト
が
、
先
人
の
執
っ
て
き
た
行
動

か
ら
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
吉
田
さ
ん
の
お
聞
き
に
な
っ
た
こ

と
は
、
ま
さ
に
今
、
私
た
ち
が
考
え
て

い
く
必
要
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

𠮷
田
　
長
丁
場
に
な
り
、
い
つ
の
間
に

か
２
時
間
も
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

思
い
に
あ
ふ
れ
た
話
の
た
め
、
あ
っ
と

い
う
間
の
時
間
で
し
た
。
既
に
こ
の
噴

火
の
記
憶
を
紡
ぐ
た
め
の
企
画
は
ス

タ
ー
ト
し
、
東
吾
妻
町
で
も
今
年
度
は

こ
の
対
談
の
み
で
す
が
、
来
年
度
に
は

講
座
も
し
く
は
講
演
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
吾
妻
町
役
場
の
２
階

で
１
、２
カ
月
に
１
回
の
展
示
替
え
を

し
て
い
る
文
化
財
ミ
ニ
展
示
「
今
月
の

逸
品
！
」
に
お
い
て
も
こ
の
噴
火
に
関

わ
る
史
料
を
展
示
で
き
れ
ば
と
考
え
、

検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
注
目
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
関
さ
ん
、
長
時
間
に
わ

た
り
お
話
し
し
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
企
画
が
成

功
に
終
わ
る
よ
う
、
私
も

で
き
る
だ
け
の
ご
協
力
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
浅
間
押
し
か
ら
２
４
０
年
た
っ

た
現
在
、
地
元
に
起
こ
っ
た
歴
史
的
な

出
来
事
へ
の
興
味
を
深
め
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。
そ
ん
な
き
っ
か
け
づ

く
り
の
意
味
も
込
め
て
、
嬬
恋
郷
土
資

料
館
編
で
、
こ
の
春
『
災
害
と
復
興　

天
明
三
年
浅
間
山
大
噴
火
』（
新
泉
社
）

と
い
う
書
籍
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
本
片
手
に
鎌
原
観
音
堂
を

は
じ
め
、
資
料
館
と
と
も
に
当
時
の
こ

と
を
伝
え
る
事
物
を
見
つ
け
る
「
天
明

三
年
を
歩
く
」
旅
に
で
か
け
て
み
て
も

ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

𠮷
田　
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※この対談は令和４年６月３日に嬬恋郷土資料館で行われ
　ました。

　 浅間山大噴火から 240 年
「天明三年」を語り継ぐ   
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に
か
ゆ
み
や
赤
み
、
腫
れ
、
発
疹
、
水
ぶ

く
れ
が
出
現
し
数
日
か
ら
１
週
間
程
度
で

改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で

す
。
多
い
の
は
２
回
目
以
降
の
ハ
チ
刺
さ

れ
で
す
が
、
ム
カ
デ
で
も
起
こ
り
ま
す
。

虫
に
刺
さ
れ
て
す
ぐ
に
全
身
の
蕁
麻
疹

や
息
苦
し
さ
、
腹
痛
、
気
分
が
悪
い
よ
う

で
あ
れ
ば
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
要
請
し
ま

し
ょ
う
！

　

次
に
対
処
法
で
す
が
、
基
本
的
に
は
刺

さ
れ
た
場
所
を
洗
い
流
し
て
清
潔
に
し
、

か
き
む
し
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
痛

み
や
腫
れ
が
あ
れ
ば
冷
や
す
こ
と
で
す
。

ハ
チ
刺
さ
れ
で
は
刺
さ
れ
た
部
位
の
周
囲

を
圧
迫
し
て
毒
を
絞
り
な
が
ら
洗
い
流
し

ま
し
ょ
う
。
針
が

残
っ
て
い
る
場
合

は
取
り
除
く
必
要

が
あ
る
の
で
、
ご

自
身
で
難
し
け
れ

ば
皮
膚
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ム
カ
デ
咬

傷
で
も
傷
口
周
囲

に
付
着
し
て
い
る

毒
を
洗
い
流
す
と

い
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ム
カ
デ
毒

は
温
め
る
と
失
活

す
る
と
し
て
43
℃
程
度
の
お
湯
に
20
分
前

後
つ
け
る
と
良
い
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、

温
め
す
ぎ
る
と
や
け
ど
も
心
配
で
す
。
明

確
な
証
拠
は
で
て
お
ら
ず
、
温
め
て
も
冷

や
し
て
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
報
告
も
あ

り
、
温
め
て
血
流
が
良
く
な
る
こ
と
で
症

状
が
酷
く
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ム
カ
デ
咬
傷
も
冷
や
す
こ
と
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

腫
れ
や
か
ゆ
み
が
酷
い
場
合
に
は
ス
テ

ロ
イ
ド
の
塗
り
薬
や
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

（
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
）
内
服
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
市
販
薬
の
使
用

も
良
い
で
す
ね
！
お
困
り
の
場
合
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍

で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
減
っ
て
い
ま
す

が
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
野
外
で
過
ご
す
機
会

も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
こ
の
時
期

に
増
え
る
「
虫
刺
さ
れ
」
に
つ
い
て
簡
単

に
お
話
し
し
ま
す
。

　

虫
刺
さ
れ
と
は
、「
虫
に
刺
さ
れ
る
、

咬
ま
れ
る
、
吸
血
さ
れ
る
、
接
触
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
き
る
皮
膚
炎
」
の
こ
と
で

す
。
原
因
と
な
る
代
表
的
な
虫
は
、
①
刺

す
：
ハ
チ
、
②
咬
む
：
ム
カ
デ
、
ク
モ
、

③
吸
血
す
る
：
蚊
、
ア
ブ
、
ブ
ユ
、
ノ
ミ
、

④
接
触
す
る
：
毛
虫
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
虫
刺
さ
れ
の
症
状
は
主
に
痛
み
と
か

ゆ
み
で
す
。
痛
み
は
虫
に
刺
さ
れ
る
、
咬

ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
物
理
的
な
痛
み
と
皮

膚
に
注
入
さ
れ
た
物
質
に
よ
る
痛
み
が
あ

り
ま
す
。
か
ゆ
み
は
皮
膚
に
注
入
さ
れ
た

毒
や
唾
液
腺
物
質
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
で
起
こ
り
、
こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

に
は
す
ぐ
に
起
き
る
即
時
型
反
応
と
ゆ
っ

く
り
起
き
る
遅
延
型
反
応
が
あ
り
ま
す
。

即
時
型
反
応
で
は
虫
に
刺
さ
れ
た
直
後
か

ら
か
ゆ
み
や
赤
み
、
腫
れ
、
蕁じ

ん
ま
し
ん

麻
疹
が
出

現
し
数
時
間
で
改
善
し
ま
す
。
遅
延
型
反

応
で
は
虫
に
刺
さ
れ
た
１
日
か
ら
２
日
後

東吾妻町国保国保診療所だより
　
町
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
「
健

康
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
月
は「
虫
刺
さ
れ
」

に
つ
い
て
で
す
。

「「８８月の診療予定表」月の診療予定表」【受付】8:30 ～ 11:45、14:00 ～ 17:00【受付】8:30 ～ 11:45、14:00 ～ 17:00

日日 月 火火 水水 木 金 土土
7/317/31
休診休診

8/18/1 22
午後午後
往診往診

33
休診休診

44
午後午後
往診往診

55 66
休診休診

77
休診休診

88 99
午後午後
個別接種個別接種

1010
休診休診

1111
当番医当番医

1212
休診休診

1313
休診休診

1414
休診休診

1515
休診休診

1616
休診休診

1717
休診休診

1818
休診休診

1919 2020
休診休診

2121
休診休診

2222
午後午後
休診休診

2323 2424
休診休診

2525 2626 2727
休診休診

2828
休診休診

2929 3030 3131
休診休診

9/19/1 22 33
休診休診

44
休診休診

55 66 77
休診休診

88 99 1010
休診休診

■連絡先　　国保診療所　石渡　栞（☎ 59-3010）

■参考文献　日本皮膚科学会ホームページ
 　　皮膚科Ｑ＆Ａ「虫刺され」

８月の認知症家族会８月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。認知
症にうまく付き合っていくために、日ごろの介護に
関する悩みやストレスを解消しませんか。
■期　日　令和４年８月 23 日㈫
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　包括支援センター（☎ 68-0200）

８月の健康相談８月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。また頭の元
気度を測定しています。測定を希望される方は事前
に予約をお願いします。

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和４年８月 25 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

包括支援センター ( ☎ 68-0200）
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■
上
顎
の
が
ん

　

上
顎
の
が
ん
は
、
主
に
鼻
の
両
脇
に
あ

る
上
顎
洞
と
い
う
空
洞
に
発
症
し
ま
す
。

早
期
の
段
階
で
は
鼻
水
や
鼻
づ
ま
り
な
ど

蓄
膿
症
（
上
顎
洞
炎
）
に
似
た
症
状
で
あ

る
こ
と
も
多
く
、
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
が
ん
が
進
行
し
、
骨
を
破
壊

し
て
周
囲
に
広
が
る
と
、
頬
の
腫
れ
、
出

血
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
上
顎
が
ん
の
治

療
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
が
専

門
と
し
て
い
ま
す
が
、
上
あ
ご
の
歯
ぐ
き

の
腫
れ
や
歯
の
動
揺
な
ど
、
歯
周
病
に
似

た
症
状
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
や
日
本
口
腔
外
科
学

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
口
腔
が
ん
の

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
参
考
文
献

　

篠
田
達
明　

著

　
「
モ
ナ
・
リ
ザ
は
高
脂
血
症
だ
っ
た

　

-

肖
像
画
29
枚
の
カ
ル
テ-

」

　

新
潮
新
書　

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

療
法
の
な
い
江
戸
時
代
に
は
急
速
に
進
行

し
、
顔
面
の
腫
れ
や
た
だ
れ
が
出
現
し
た

と
推
定
し
て
い
ま
す
。
が
ん
は
英
語
で

Ｃキ

ャ

ン

サ

ー

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
と
い
い
ま
す
。
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
名
医
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
蟹か

に

の
甲

羅
の
よ
う
に
ご
つ
ご
つ
と
硬
く
、
治
り
に

く
い
腫
瘍
を
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す

る
蟹
に
な
ぞ
ら
え
、
カ
ル
キ
ノ
ス
と
呼
び

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
英
語
で
が
ん
を
意
味

す
る
Ｃキ

ャ

ン

サ

ー

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
の
語
源
で
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
が
ん
を
「
岩
」
と
書
く
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

■
豊と

よ
し
が

志
賀
の
死

　

落
語
中ち

ゅ
う
こ
う

興
の
祖
・
三
遊
亭
圓え

ん
ち
ょ
う

朝
の
代
表

作
「
真し

ん
け
い
か
さ
ね
が
ふ
ち

景
累
ヶ
淵
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

が
「
豊
志
賀
の
死
」
で
す
。
三
味
線
浄
瑠

璃
の
女
師
匠
で
あ
る
豊
志
賀
。
彼
女
の
右

の
眼
の
下
に
で
き
た
吹
き
出
物
は
、
爪
で

引
っ
搔
い
た
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
右
半

面
に
赤
黒
く
広
が
り
ま
す
。
病
の
床
に
つ

く
豊
志
賀
。
看
病
に
疲
れ
た
恋
仲
の
新
吉

は
、
病
に
苦
し
む
豊
志
賀
を
置
い
て
逃
げ

出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
豊
志
賀
は
新
吉
の

妻
に
７
人
ま
で
憑
り
つ
き
、
殺
す
と
い
う

恐
ろ
し
い
遺
書
を
残
し
て
自
害
。
新
吉
は

豊
志
賀
の
怨
霊
に
苦
し
め
ら
れ
、
因
果
応

報
の
最
期
を
遂
げ
ま
す
。
豊
志
賀
は
創
作

上
の
人
物
で
す
が
、
彼
女
を
苦
し
め
た
病

も
ま
た
、
上
顎
の
が
ん
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こころの健康相談こころの健康相談
　「こころの健康相談」を下記のとおり実施します。
眠れない・イライラして落ち着かない・仕事が手に
つかない・仕事が続かないなど心配事がある方はお
気軽にご相談ください。
■相談日　令和４年８月 25 日㈭　14 時～（要予約）
■場　所　保健センター
■相談員　精神科医師、町保健師など
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

■
四
谷
怪
談
と
上
顎
が
ん
（
上
顎
洞
が
ん
）

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
の
風

物
詩
の
一
つ
が
怪
談
話
。
今
回
は
怪
談
話

に
ま
つ
わ
る
歯
と
口
の
話
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

鶴
屋
南
北
の
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
は
、

誰
も
が
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
毒
を
飲
ま
さ

れ
容
貌
が
変
わ
り
、
深
い
怨
念
を
残
し
て

こ
の
世
を
去
っ
た
お
岩
さ
ん
。
怨
念
は
亡

霊
と
な
り
色
悪
の
夫
伊
右
衛
門
を
苦
し

め
、
伊
右
衛
門
は
成
敗
さ
れ
ま
す
。
お
岩

さ
ん
に
は
実
在
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
、
実

際
に
顔
面
が
腫
れ
て
た
だ
れ
る
病
に
罹か

か

っ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

篠
田
達
明
博
士
は
、
こ
の
女
性
は
上
顎

の
が
ん
を
患
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
若
年
者
の
が
ん
の
進
行
は
早
く
、
治

知っておきたい歯歯の話
　
町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
怪

談
に
ま
つ
わ
る
歯
と
口
の
話
」
に

つ
い
て
で
す
。

　85. 怪談にまつわる歯と口の話

　県では、独身者へ出会いの機会を提供する「ぐん
ま赤い糸プロジェクト」を実施しています。
　ぐんま結婚・子育て応援ポータルサイト「ぐんま
スマイルライフ」の「出会い・結婚」ペー
ジで、婚活イベントを紹介しています
ので、ご覧ください。
■問い合わせ先
　県庁生活こども課（☎ 027-226-2392）

ぐんま赤い糸プロジェクトぐんま赤い糸プロジェクト
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InformationInformation

８月の母子保健事業日程表８月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

８月 19 日㈮ ３歳児健康診査
個別通知を

ご確認ください
平成 31 年４月、令和元年５月・６月生まれ

25 日㈭ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込みください）

26 日㈮

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和４年４月生まれ

７カ月児健康診査 14:00 ～ 14:15 令和４年１月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:15 ～ 13:30 令和３年７月生まれ

27 日㈯ マタニティークラス② 13:00 ～ 13:15 妊婦と配偶者（事前に申し込みください）

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）
●会　場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ：保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

８月 8 日㈪ ピヨピヨクラブ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

24 日㈬ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

８月の予防接種日程表８月の予防接種日程表
❶東地区　●会　場　国保診療所　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  富塚和香奈）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

８月 9 日㈫ 第５回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:45 「予防接種のお知らせ」をご確認ください
８月２日㈫までに申し込みした方

８ 月 の 当 番 医 予 定 表８ 月 の 当 番 医 予 定 表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

８月 7 日㈰ くりはら医院
（原町☎ 68-0355）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

11 日㈭ 町国保診療所
（箱島☎ 59-3010）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

14 日㈰ 田島病院
（中之条☎ 75-3350）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

21 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

櫻井医院
（長野原☎ 0279-82-3999）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

28 日㈰ しまだ医院
（中之条☎ 76-3435）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

①診療時間は９時から 17 時までです。
②急患のための当番医制度です。緊急患者以外の受診は遠慮願います。
③在宅待機のため、原則として往診はしません。
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町からのお知らせ町からのお知らせ

■胃がん（バリウム）・大腸がん検診の日程　【受付】8:00 ～ 10:30【受付】8:00 ～ 10:30

期　    日 会　　場 該　当　地　区

９月 6 日㈫ あづま
農村環境改善センター

岡崎・新巻

７日㈬ 箱島・奥田・五町田

12 日㈪

坂上公民館

大戸

13 日㈫ 萩生・大柏木

14 日㈬ 本宿・須賀尾

20 日㈫

岩島公民館

三島

21 日㈬ 厚田・松谷・矢倉

22 日㈭ 岩下・郷原

28 日㈬
太田公民館

植栗・小泉

29 日㈭ 岩井・泉沢

10 月３日㈪

保健センター

原町（新井・平沢・在上・在下）

４日㈫ 原町（須郷沢）・川戸・金井

５日㈬ 原町（上之町・下之町・上野・南町・
紺屋町・八幡原）

■大腸がん検診のみ希望される方の日程　【受付】8:30 ～ 10:30【受付】8:30 ～ 10:30

期　    日 会　　場 該　当　地　区

９月 30 日㈮
保健センター 全地区

10 月 17 日㈪

■受付時間
　８時～ 10 時 30 分
■対象者
　胃がん検診……40 歳～ 79 歳の方
　大腸がん検診…40 歳以上の方
■申し込み方法
　３月の検診申し込みをされている
方の再度の申し込みは不要です。
　対象者には問診票などを８月中旬
から順次送ります。４月以降の転入、
申し込み忘れなどにより申し込みを
していない方は保健センターに申し
込みください。
■検診費用
　胃がん検診……1,000 円
　大腸がん検診…500 円
■その他
・該当地区は目安のため、ほかの会
　場でも受診することができます。
※10月４日、５日の保健センターに 
　ついては、女性専用検診車をご用
　意します。
・大腸がん検診のみご希望の方は、
　右表の２日間でも受診できます。
（受付時間は８時30分から10時30分）

※

※

問い合わせ先 保健センター（☎ 68-5021 担当 唐澤利恵・富塚和香奈）

40 歳以上の町民の皆さま

がんも早期治療により治る病気になりつつあります。
早期発見するためには、定期的に検診を受けることが大切です。

令和４年度 令和４年度 胃がん・大腸がん検診胃がん・大腸がん検診
２人に１人はがんになる時代です！

内視鏡による胃がん検診を受けたい方内視鏡による胃がん検診を受けたい方
　内視鏡による胃がん検診について、定員に余裕がありますので 30 名程度再募集を
します。希望の方は保健センターまでご連絡ください。
■対象者

・令和５年３月末日時点で 50 歳以上の偶数年齢の方
・50 歳以上の方で昨年度未受診の方
■場　所　原町赤十字病院
■検診期間　令和５年２月まで

■費　用　3,000 円
■その他
・日時の指定はできません。
・定員になり次第、締め切らせていただきます。
・胃内視鏡検査は80歳以上の方も受けられます。
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子宮頸がんとは？
ヒトパピロマウイルス（HPV）の
感染が原因で発生する、20 歳から
30 歳代の若い女性に多く見られる
ガンです。
HPV ワクチンを接種することで、
子宮頸がんを 50％から
70％防ぐことができる
と考えられています。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は

令
和
４
年
度
よ
り
積
極
的
勧
奨
の
再
開
と

な
り
ま
し
た
。
積
極
的
勧
奨
が
差
し
控
え

ら
れ
て
い
た
間
に
定
期
接
種
の
機
会
を
逃

し
、
そ
の
後
自
費
で
接
種
を
受
け
た
方
に

対
し
て
、
接
種
費
用
を
償
還
払
い
で
対
応

し
ま
す
。

案内案内

子
宮
子
宮
頸頸け
い
け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で
接
種
し
た
方
へ

が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で
接
種
し
た
方
へ

休日に乳がんと子宮がんの検診を受けられます！休日に乳がんと子宮がんの検診を受けられます！
　町では、乳がん・子宮がん検診を同日に受診することができます。両検診を希望され
る方は申し込みください。
■期　日　令和４年９月４日㈰
■場　所　原町赤十字病院
■対　象　令和４年度に 40 歳以上で偶数年齢になる人
※昭和 58 年３月 31 日以前に生まれた方
■内　容　乳がん　問診、マンモグラフィ（Ｘ線撮影）
　　　　　子宮がん　問診、細胞診

■費　用　2,000 円（各検診 1,000 円）
※クーポン該当者は無料。該当者には５月に配布済み。
■申し込み方法　電話または直接申し込みください。
■申込期限　令和４年８月 31 日㈬
■問い合わせ先
　保健センター（☎ 68-5021 担当  唐澤利恵・富塚和香奈）

■
対
象
者

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方
に
限
り

ま
す
。

①
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性

②
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
東
吾
妻
町

　

に
住
民
登
録
が
あ
る
方

③
16
歳
と
な
る
年
度
末
ま
で
に
定
期
接
種

　

を
３
回
完
了
せ
ず
、
定
期
接
種
の
対
象

　

年
齢
が
過
ぎ
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

　

ク
チ
ン
接
種
を
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

　

で
に
自
費
で
受
け
た
方

■
申
請
期
間

　

令
和
７
年
３
月
末
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・５
０
２
１ 
担
当 

富
塚
和
香
奈
）

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
が
取
得
で
き
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
格
納

　

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
暗

　
証
番
号
が
必
要
で
す
。

■
利
用
時
間

　

６
時
30
分
～
23
時
（
戸
籍
証
明
は
９

時
～
17
時
）

※
年
末
年
始
、
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

■
利
用
で
き
る
店
舗

　

多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）

が
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
提
携
店
舗

　
に
限
り
ま
す
。

■
発
行
で
き
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
／
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
／
印
鑑
登
録
証
明
書
／
所
得
課

税
証
明
書
／
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
本
）／
一
部
事
項
証
明
書（
戸
籍
抄
本
）

／
戸
籍
の
附
票

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
所
得
課

　

税
証
明
書
は
、
最
新
の
課
税
年
度
分

　

の
み
発
行
可
能
で
す
。
過
去
の
年
度

　

分
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
ま
た
は
支

　
所
、
出
張
所
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

案内案内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
発
行
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
発
行
で
き
ま
す

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
町
民
課
で
は
申
請
等
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
】

　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　
（
担
当 

冨
澤
郁
未
・
小
林
恵
太
）

【
税
証
明
】

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
（
担
当 

小
山
日
出
映
・
野
口
穂
高
）
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町からのお知らせ町からのお知らせ

個人事業者（消費税免税事業者）向けのインボイス制度説明会個人事業者（消費税免税事業者）向けのインボイス制度説明会
　中之条税務署では、個人事業者で消費税の免税事業者の方向けおよび基本的なインボイス制度についての説
明会を行います。
■日　時　令和４年８月 24 日㈬
　　　　　① 10 時～ 12 時　　② 14 時～ 16 時
■場　所　中之条税務署　１階会議室
■定　員　各回 20 名（事前登録制／先着順）
■申し込み方法　電話で申し込みください。
■申込期限　令和４年８月 22 日㈪

■その他
　新型コロナウイルス感染症の感染状況等により、説
明会の開催を延期または中止する場合があります。
　来場にあたっては、公共交通機関をご利用ください。
■問い合わせ先
　中之条税務署　個人課税部門（☎ 75-3355 内線  19）

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
ご
存
じ
で
す
か
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

■
受
給
対
象
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
親
が
重
度
の

障
が
い
を
持
っ
た
家
庭
な
ど
で
、
18
歳

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
婚
姻
届
を
出

し
て
い
な
く
て
も
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
方
な
ど
、
支
給
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
受
給
手
当
額
（
令
和
４
年
４
月
～
）

　

受
給
者
や
同
居
の
親
族
の
所
得
額
に

応
じ
て
、
全
部
支
給
、
一
部
支
給
、
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

①
児
童
が
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給
…
月
額
４
３
０
７
０
円

　

一
部
支
給
…
月
額
４
３
０
６
０
円

～
１
０
１
６
０
円 

②
児
童
２
人
目
の
加
算
額

１
０
１
７
０
円
～
５
０
９
０
円

③
児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

６
１
０
０
円
～
３
０
５
０
円

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

　

は
、
受
給
資
格
の
確
認
の
た
め
毎
年

　

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
の
間
に
現

　

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
す

案内案内

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

　

る
方
に
は
書
類
を
郵
送
し
て
あ
り
ま

　

す
の
で
、
確
認
の
う
え
、
提
出
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

■
受
給
対
象
者

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
を
持
つ
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
り
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
児

童
が
障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
支
給
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
児
童
１
人
あ
た
り
の
手
当
額

　

受
給
対
象
者
や
同
居
の
親
族
の
所
得

額
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
１
級
（
重
度
）】
月
額
５
２
４
０
０
円

【
２
級
（
中
度
）】
月
額
３
４
９
０
０
円

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
方
は
、
受
給
資
格
の
確
認
の
た
め

　

毎
年
８
月
12
日
か
ら
９
月
11
日
ま
で

　

の
間
に
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要

　

で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
書
類
を
郵

　

送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
の
う

　

え
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　
（
担
当 

大
塚
安
由
美
）

　

町
で
は
、
町
内
に
あ
る
空
き
家
の
件

数
や
状
況
を
把
握
し
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
基
礎
的
な
資
料
と
す
る
た

め
、
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
は

委
託
を
受
け
た
業
者
が
行
い
ま
す
。
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
　
町
内
全
域

■
調
査
期
間

　

令
和
４
年
８
月
上
旬
～
10
月
下
旬

案内案内

「
空
き
家
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

「
空
き
家
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

■
調
査
機
関

　

株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
前
橋
営
業
所

※
調
査
員
は
ゼ
ン
リ
ン
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

　

ム
を
着
用
し
、
調
査
員
証
を
携
帯
し

　

て
い
ま
す
。

■
調
査
方
法

　

空
き
家
と
思
わ
れ
る
建
物
の
状
況
や

構
造
な
ど
を
道
路
よ
り
外
観
調
査
し
て

写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

定
住
促
進
係

　
（
担
当 

腰
塚
丈
弘
）
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InformationInformation

　

の
現
況
と
平
面
図
が
大

　

き
く
違
う
場
合
に
は
耐

　

震
診
断
者
が
図
面
を
作

　

成
し
ま
す
。
費
用
は
町

　

で
負
担
し
ま
す
。

■
費
用　

耐
震
診
断
費
…
無
料

※
診
断
者
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
別
途

　

で
か
か
り
ま
す
（
千
円
～
３
千
円
）。

■
診
断
件
数　

３
件
程
度

【
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
】

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

上
記
の
条
件
に
加
え
最
小
の
上
部
構

造
評
点
が
１
・
０
未
満
の
木
造
住
宅

■
対
象
者

・
対
象
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
補
助
件
数　

１
件
程
度

②
調
理
前
や
生
の

　

肉
や
魚
、
卵
を

　

取
り
扱
う
前
後
、
食
事
の
前
は
、
手

　

を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

④
残
っ
た
食
品
が
少
し
で
も
怪
し
い
と

　

思
っ
た
ら
食
べ
ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１ 
担
当 

菊
地　
薫
）

　

町
で
は
、
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
と
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
無

料
で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

結
果
が
規
定
値
以
下
の
場
合
、
耐
震
改

修
工
事
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
】

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
住
宅

に
限
り
ま
す
。

・
町
内
に
存
す
る
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

　

れ
た
住
宅

・
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

※
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以  

　

上
の
も
の

・
平
屋
建
て
ま
た
は
２
階
建
て
の
住
宅

・
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
対
象
者　

対
象
住
宅
の
所
有
者

■
耐
震
診
断
者

　

県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
登
録
さ
れ

た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
調
査
資
格
者

■
必
要
書
類

・
住
宅
付
近
の
位
置
図

（
住
宅
地
図
の
写
し
な
ど
）

・
住
宅
の
平
面
図

（
筋
交
い
や
壁
の
位
置
な
ど
が
わ
か
る
も
の
）

※
住
宅
の
平
面
図
が
な
い
場
合
や
住
宅

案内案内

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す■

留
意
点

　

着
工
前
に
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

耐
震
改
修
工
事
費
の
２
分
の
１
以
内

※
上
限
は
１
０
０
万
円
ま
で

【
共
通
事
項
】

■
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
役
場
建
設
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
役
場
建
設

課
ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

令
和
４
年
９
月
30
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

都
市
計
画
係

　
（
担
当 

日
野　

駿
・
町
田
成
夢
）

　

高
温
多
湿
に
な
る
季
節
は
、
食
中
毒

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

次
の
点
に
気
を
付
け
て
食
中
毒
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
食
中
毒
に
な
ら
な
い
た
め
の
注
意
点

①
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
の
購
入

　

後
は
速
や
か
に
持
ち
帰
り
、
す
ぐ
に

　

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
保
管
し
、
お
総

　

菜
な
ど
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

案内案内

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

所有地の草刈りを行いましょう所有地の草刈りを行いましょう～環境美化にご協力ください～～環境美化にご協力ください～

　夏になると植物の成長が早まり、雑草が繁茂しやすくなります。雑草を放置しておくとさまざまな問題が発
生するだけではなく、近隣住民にも迷惑がかかります。自宅の庭や所有地の草刈りなどを行い、適切に管理し
ましょう。民地の雑草についてはお問い合わせいただいても対応することができません。
■起こりうる問題　
・害虫や有害動物の住処や隠れ家になる
・ポイ捨てや不法投棄の発生
・空き巣や火災などの犯罪の誘発
・景観の悪化

■刈り草の処分方法
　刈り取った雑草は、屋外で焼却せず、土に埋
め自然にかえしたり乾燥させて燃えるごみの
収集に出すなど適正に処理してください。
■問い合わせ先　町民課　環境対策係（担当  田中恵太）
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町からのお知らせ町からのお知らせ

令和４年度　調停手続相談会令和４年度　調停手続相談会
　家庭内の問題（夫婦間の悩みごと・離婚・相続・親子・成年後見・男女間のもめごと
など）や交通事故、土地建物関係、金銭貸借などで、お困りの方はお気軽にお尋ねくだ
さい。調停委員が調停手続きのご相談を受けます。相談された内容については、固く秘
密が守られます。予約は必要ありません。
■日　時　令和４年９月２日㈮ 10 時～ 15 時
■会　場　中之条町役場
■主　催　中之条調停協会
■費　用　無料

■その他　感染症対策として、マスクの着用や咳エチケッ
　　　　　トにご協力ください。咳や発熱のある場合は参
　　　　　加をご遠慮ください。
■問い合わせ先　中之条簡易裁判所（☎ 75-2138）

　

県
で
は
、
吾
妻
地
域
で
開
催
す
る
持

続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
未
来
共
創

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募集募集

持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る

持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る  

未
来
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

未
来
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
対
象
者

　
吾
妻
地
域
（
中
之
条
町
・
長
野
原
町
・

嬬
恋
村
・
草
津
町
・
高
山
村
・
東
吾
妻
町
）

に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い

る
方

※
原
則
、
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
全

　

て
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
に
限
り
ま

　
す
。　

■
定
員
　
10
～
15
名
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
テ
ー
マ

　

や
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
て

　
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
し
込
み
方
法

①
群
馬
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

②
郵
送
：

　
〒
３
７
１
‐
８
５
７
０

　
群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
１
‐
１
‐
１

　
群
馬
県
戦
略
企
画
課
未
来
創
生
室 

宛

③
持
参
：

　
群
馬
県
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

■
申
込
期
限　

令
和
４
年
８
月
26
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
知
事
戦
略
部
戦
略
企
画
課
未

来
創
生
室

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
１
４
）

■日程・会場・内容

日　程 会　場 内　容

第１回 令和４年９月 21 日㈬
13 時 30 分～ 17 時

長野原町
住民総合センター

SDGs
カードゲーム

第２回 令和４年 10 月 20 日㈭
10 時～ 16 時 八ッ場湖の駅丸岩 課題の構造図

第３回 令和４年 11 月 25 日㈮
10 時～ 16 時

東吾妻町役場
301 会議室 アイデア発想

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
矯

正
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福

祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

■
掛
け
金
　
日
額
３
２
０
円

案内案内

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

■
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
心
・
確
実
・
申

　

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

　

と
な
る
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
す
る
。

※
詳
し
く
は
「
建
退
共
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
群
馬
県
支
部

　
（
☎
０
２
７・２
５
２・１
６
６
６
）
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InformationInformation

中央公民館中央公民館　　図書情報図書情報
◆一般図書
『天下を買った女』……………………… 伊東　潤
『あきらめません！』…………………… 垣谷　美雨
『50代からの骨粗鬆症対策の献立』…… オレンジページ
◆児童図書
『どれだけ知ってる？対義語 類義語』… 三田村信行
『マンガでわかる 世の中の「ウソ」から身を守る』

……………… 下村　健一

◆おすすめの一冊
『つくって役立つ！防災工作』……………

…… NPO法人プラス・アーツ   編
　被災時に、身近なものででき
る工作25点を掲載。被災時は生
活がどう変わるのか、どんな備
えや工夫が必要になるのかにつ
いて触れた一冊です。
■問い合わせ先
　中央公民館（☎ 68-2412）

著
著
編

著

著

東吾妻町 MTB ライド実行委員会事務局
　（役場内 まちづくり推進課　☎ 68-2111）

東吾妻むかし道
　ＭＴＢライド 2022 参加者募集

参加者 受付 ６時 40 分～７時 10 分

集合場所 坂上公民館
定　 員 130 名（先着順）
参 加 料 7,000 円

申し込み方法 スポーツエントリーサイト内の
「サイクルイベント」から申し込む

申込期限 令和４年８月 31 日㈬

終了予定 15 時ごろ（予定）
スタート ８時 00 分～

10/30 (sun)

参加資格 中学生以上
※中学生・高校生は保護者の承認が必要

問い合わせ先
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　最近、犬や猫等のフンについての苦情が増えてい
ます。すべての人が犬や猫が好きだとは限りません。
飼い主は他人に迷惑がかからないようにきちんと

「ルール」や「マナー」を守りましょう。
■ルールやマナー
　犬は放し飼いにしない／散歩中はリードをつける／
フンは必ず持ち帰る／野良猫に餌を与えないなど
■問い合わせ先　町民課 環境対策係（担当  田中恵太）

マナーを守って飼いましょう！
ペットをお飼いの皆さまへ

令和４年度　入札結果
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

東吾妻町地籍調査事業
地籍測量（C、E、FⅠ、FⅡ -1 工程）業務委託 須賀尾 取り止め - 農林課

県単林道舗装事業北榛名山線 岩　井 池原工業㈱ 8,900,000 円 農林課

県単林道改良事業恋渡橋　補修設計業務委託 新　巻 技研コンサル㈱
吾妻営業所 4,290,000 円 農林課

町道本宿・日向線　舗装改修工事 本　宿 池原工業㈱ 8,400,000 円 建設課

町道 1047 号（岩井田中）線　道路改良工事 岩　井 ㈱たくみ 22,500,000 円 建設課

上信自動車道吾妻東バイパス建設事業に伴う
合併処理浄化槽設置工事（4-2 工事） 川　戸 富沢設備㈱ 2,050,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（4-8 工事） 大戸ほか 宮﨑工務店㈱ 4,100,000 円 上下水道課

東吾妻町コンベンションホール
大規模改修工事設計業務委託 原　町 ㈱ MAT 一級

建築士事務所 4,000,000 円 社会教育課

東吾妻町中央公民館内照明 LED 化工事 原　町 角田電気工事㈱ 4,150,000 円 社会教育課

■問い合わせ先　各担当課まで

（６月 21 日執行）（６月 21 日執行）

あたたかい こころあたたかい こころ

ありがとうございましたありがとうございました

◆ 道の駅「あがつま峡」へ◆ 道の駅「あがつま峡」へ
 ❀  ❀ 花壇への花植花壇への花植

サルビア  28 株サルビア  28 株
マリーゴールド 48 株マリーゴールド 48 株
ペチュニア  74 株ペチュニア  74 株

吾妻水質管理センター 吾妻水質管理センター さまさま

◆ チャリティーアート展◆ チャリティーアート展
 ❀  ❀ 収益金の一部を寄附収益金の一部を寄附

金 100,000 円金 100,000 円
町観光大使町観光大使
脇屋 主三 脇屋 主三 さまさま



~ 投稿コーナー ~~ 投稿コーナー ~　　

　

７
月
３
日
㈰
に
群
馬
県
ア
ン
ダ
ー

キ
ッ
ズ
11
交
流
大
会
が
渋
川
市
子
持
社

会
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
年

生
以
下
が
出
ら
れ
る
大
会
で
、
群
馬
国

体
が
開
催
さ
れ
る
時
に
高
校
生
に
な
る

子
ど
も
た
ち
の
大
会
で
し
た
。

　

非
常
に
暑
い
中
、
熱
中
症
対
策
を
し

な
が
ら
の
試
合
で
し
た
が
、
原
小
ポ
プ

ラ
き
っ
ず
と
の
試
合
は
動
き
が
硬
く
前

半
は
リ
ー
ド
さ
れ
る
展
開
で
し
た
が
、

自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
逆
転
し
て
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

　

オ
ー
ル
片
岡
と
の
試
合
は
、
１
セ
ッ

ト
目
は
一
進
一
退
の
流
れ
で
デ
ュ
ー
ス

に
持
ち
込
み
ま
し
た
が
力
及
ば
ず
で
し

た
。
２
セ
ッ
ト
目
も
粘
り
ま
し
た
が
取

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

剛
志
ミ
ニ
と
は
、
サ
ー
ブ
の
力
に
押

さ
れ
て
し
ま
い
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
結　
果

【
７
組
】

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

２
対
０ 

原
小
ポ
プ
ラ
き
っ
ず

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０
対
２ 

オ
ー
ル
片
岡

　
Ｖ
Ｂ
Ｃ 

０
対
２ 

剛
志
ミ
ニ

　
「
一
試
合
目
の
原
小
ポ
プ
ラ
き
っ
ず
と

の
試
合
で
は
、
６
年
生
が
い
な
い
た
め

緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
、
パ
ス
も
つ
な
が

り
、
い
い
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
試
合
に
出
た
３
、４
年
生

も
頑
張
っ
て
い
て
、
一
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
頑

投
稿　

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ

原町こだま会　会員募集
秋の文化祭に向け練習中！

　原町こだま会は、昭和 50 年に原町中学校
PTA のお母さんたちから始まった発足 47 年に
なるコーラス団体です。毎週大津先生（中之
条町青山）の指導もと、お腹から声をだし合
唱の練習をしています。
　現在は、秋の文化祭に向け、女声合唱の富
山に伝わる民謡「むぎや」や若山牧水の詩、
暮坂峠を唄った「枯野の旅」、アニメ天空の城
ラピュタより「君をのせて」を練習しています。

発足当時からの会員もいる生涯学習です！
原町地域だけでなく、
ほかの地域の方でも大歓迎です！
歌の好きな方たちが集まっています！

　興味のある方、見学にいらっしゃいません
か？一緒に唄いましょう！

▲ 第 20 回 吾妻コーラスの集い  出場時の様子

【練習日時】　毎週水曜日　19 時 30 分～ 21 時
【場　　所】　中央公民館

■問い合わせ先
　原町こだま会 会長 町田（☎ 080-3176-2081）

投稿

す
ご
い
　
グ
ル
ー
プ
３
位 

!!

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」

（
５
年　
富
澤
彩
菜
）

　
１
勝
２
敗
で
７
組
の
３
位
と
い
う
成

績
で
し
た
。
初
め
て
試
合
に
出
た
３
、

４
年
生
を
５
年
生
が
う
ま
く
ま
と
め
て

戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。

　
応
援
・
手
伝
い
で
来
て
く
れ
た
６
年

生
に
感
謝
で
す
。
そ
し
て
、
蒸
し
暑
い

中
、
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
、
一
日
を

過
ご
せ
た
の
は
保
護
者
の
人
た
ち
の
お

か
げ
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
大
会
は
あ
り
ま
す
。
大
き

な
声
を
出
し
、
基
本
的
な
プ
レ
ー
を
向

上
さ
せ
て
、
チ
ー
ム
力
を
つ
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　
東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ
代
表　
富
澤
辰
男
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生
徒
ら
と
作
る
饅
頭
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
の
の
ぞ
く
出
来
映
え
と
な
る

荻
原　

富
江

老
い
の
う
た
拾
ひ
な
が
ら
に
ど
れ
も
こ
れ
も

名
歌
と
呼
べ
ぬ
も
親
し
み
の
湧
く青

木　

ソ
メ

　

甘
酒
原
高
原
遊
花
里
自
然
園
で
は
、

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ

が
見
頃
を
迎
え
て

い
ま
す
。
森
林
浴

を
楽
し
み
な
が
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ご
来
園
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
甘
酒
原　
花
と
緑
の
会

　
（
☎
０
８
０・１
０
４
０・５
７
９
４
）

男
の
孫
の
野
球
観
戦
二
年
ぶ
り

マ
ウ
ン
ド
に
向
か
ふ
大
き
な
背
中

石
田
由
美
子

味
の
機
微
知
る
年
な
れ
ば
と
吾
が
た
め
に

友
は
持
ち
来
る
実
山
椒
の
御お

こ

わ強猪
野　

房
江

露
草
も
桧
扇
菖あ

や

め蒲
も
紫
に

咲
き
続
け
を
り
降
る
雨
の
な
か大

塚　

綾
子

畑
の
草
小
鎌
で
堀
れ
ば
大
み
み
ず

怖
さ
に
砂
か
け
ご
め
ん
ご
め
ん
と

関
本　

こ
う

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

森
の
妖
精

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ

　

～
甘
酒
原　

花
と
緑
の
会
～

投
稿　

短
歌　

　

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

・
裏
山
に
蝉
の
鳴
き
声
響
き
を
り

・
梅
雨
に
入
り
予
想
不
能
な
天
気
か
な

小
林　

瞭
太

・
桐
の
花
ふ
つ
と
忘
る
る
忙
し
さ

・
に
は
か
雨
す
ぎ
行
く
あ
と
の
青
葉
風

関
本
よ
し
子

・
鯉
幟
二
度
目
の
つ
と
め
川
跨
ぐ

・
鹿
の
仔
の
歩
道
に
飛
び
出
し
車
止
む

高
橋　

武
志

・
梅
の
実
の
こ
ろ
が
り
落
ち
る
里
の
道

・
薔
薇
咲
い
て
弁
天
様
の
供
花
と
な
り

篠
原　

敏
子

・
葉
桜
の
下
に
健
康
診
断
車

・
雲
流
る
植
田
に
動
き
あ
り
に
け
り

竹
内　

芳
子

・
古
井
戸
の
残
る
酒
倉
著
莪
の
花

・
鳴
き
渡
る
仏
法
僧
に
更
け
ゆ
け
り

荻
原　

富
江

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

生
き
た
い
と
涙
で
つ
づ
る
戦
禍
の
子
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
世
界
は
見
を
り

町
田
と
よ
ゑ

ま
た
一
つ
老
い
を
重
ね
る
月
と
な
り

意
欲
萎
え
る
も
責
務
果
た
さ
む藤

原　

公
子

幼
が
手
を
伸
ば
せ
ば
猫
が
後
ず
さ
り

や
が
て
打
ち
解
け
仲
よ
し
と
な
る

明　

日　

香

菜
園
が
今
年
も
で
き
る
を
よ
ろ
こ
び
て

里
芋
植
ゑ
る
花
咲
く
里
に

小
林
千
豆
子

三
年
を
闘
病
生
活
す
る
姉
の

癌
ウ
イ
ル
ス
の
消
え
し
の
知
ら
せ

冨
田　

は
る

そ
の
処
理
に
一
千
万
円
か
か
る
と
ふ

尾
瀬
の
ト
イ
レ
に
感
謝
の
百
円東　

曙　

美

桜
ち
り
や
ま
ぶ
き
が
咲
き
夏
ち
か
し

空
を
燕
が
ひ
る
が
へ
り
飛
ぶ

関　
　

京
子

四
月
末
に
生
ま
れ
し
曾
孫
の
水
無
月
の

産う
ぶ
す
な土

参
り
は
菖
蒲
咲
く
な
か

佐
藤　

律
子

い
た
だ
き
し
盆
栽
仕
立
の
老
爺
柿

葉
裏
に
小
さ
き
実
を
覗
か
せ
る高

橋　

春
江

「
梅
の
実
の
豊
作
な
れ
ば
紫
蘇
採
れ
ぬ
」

今
年
は
梅
の
豊
作
な
り
し

田
村
マ
リ
子

燕
の
巣
ふ
わ
ふ
わ
産
毛
が
風
に
ゆ
れ

五
つ
の
頭
が
見
え
隠
れ
す
る

橋
爪　

治
子

田
植
機
の
年
に
一
度
の
出
番
の
日

し
っ
か
り
植
ゑ
て
役
目
果
た
さ
む

野
村　

照
子

今
年
こ
そ
螢
を
見
た
し
と
言
ふ
友
に

舞
ひ
初
む
日
時
を
ス
マ
ホ
で
告
げ
る

茂
木
い
そ
江

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
あ
れ
ど
中
三
の

孫
は
持
ち
来
る
京
都
の
み
や
げ山

田　
　

暁

ふ
と
触
れ
し
指
の
先
よ
り
く
づ
れ
落
つ

紅
き
大
輪
芍
薬
の
花

石
田
千
嘉
子

薔
薇
好
き
の
妹
と
行
く
薔
薇
の
園

降
り
出
す
雨
に
見
る
人
も
な
し斎

藤
由
喜
子

▲ レンゲショウマ
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　８月分の納期限は８月３1 日です　８月分の納期限は８月３1 日ですまちの人口
～令和４年７月１日現在～

	 ●男	 6,322 人

	 前月比	 （－ 1 人）

	 ●女	 6,477 人

	 前月比	 （－ 25 人）

	 ●人口	 12,799 人

	 前月比	 （－ 26 人）

	 ●世帯数	 5,515 世帯

	 前月比	 （－ 5 世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

①Ａの調味料を深めの耐熱容器に入れて混ぜ、電子レンジ（600W）でラップをかけず 30 秒
　加熱。加熱後、再度混ぜて冷ましておきます。
②なすはヘタを取り、縦に４等分し、５分水にさらします。ざるにあけて、キッチンペーパー
　で水気をとります。
③なすの片面に①の甘味噌を塗り、もう１切れのなすで挟み、青じそで巻いてから豚バラ肉
　を巻き付けます。全体に塩、こしょうをふりかけ、片栗粉をまぶします。
④フライパン（テフロン加工）を使って、③の巻き終わりを下にして、弱火で焼きます。
⑤全体に焼き色が付いたら、余分な油をキッチンペーパーでふき取り、半分に切って盛り付
　けて完成です。　 お好みで青じその千切りや小ねぎを加えてもおいしくいただけます。

おすすめ健康レシピ (No.197)おすすめ健康レシピ (No.197)

東吾妻町の特産品を使ったレシピが小説内に登場！
主人公 妃芽ちゃんが作るお料理を作ってみよう❸！

■材料（４人分）

Ｍ
Ｙ 

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
東
吾
妻

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
東
吾
妻
町

を
舞
台
に
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
小
説
「
天
狗

と
私
の
千
年
の
恋
」（
加
部
鈴
子
・
作
）

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
に
更
新
し
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

なすの上州焼き

嬬 恋 婚  ～恋も器も十人十色～
吾妻郡５町村合同婚活

毎年大好評の吾妻郡合同の婚活イベントは今年で４回目を迎えました。今回は嬬恋村鎌原
を会場に、陶芸を通じてリラックスしながら気軽に交流できる婚活イベントを企画しまし
た。１対１のトークで気になる相手を見つけつつ、ものづくりを話のきっかけにグループ
トークで交流を深められるので、婚活初心者にもオススメです。陶芸未経験者も大歓迎！
愛妻家の聖地 嬬恋村で素敵な出会いを見つけてみませんか？

※参加条件として、９月 11 日㈰に行われるオンラインセミナーに
　参加またはセミナー動画を視聴できる方に限ります。

日　程 令和４年９月 19 日（月・祝）11 時～ 17 時

定　員 男性 10 名　 　 女性 10 名

会　場 嬬恋村地域交流センター

参加費 男性 4,000 円　女性 2,000 円

対　象 28 歳～ 39 歳程度の方

－　栄養価　ー
（１人分）

エネルギー  261kcal
タンパク質  10.3 ｇ
食塩相当量　1.3 ｇ

▲小説に登場する
　主人公「妃

ひ め

芽」

▲マイロックタウン
ＱＲコード

な　す ……
豚バラ肉 …

　み　そ ……
　きび砂糖 …
　みりん ……

A

３個
250 ｇ

　大さじ１と１／２
　大さじ１と１／２
　小さじ１

塩 …………
こしょう …
青じそ ……
片栗粉 ……

少々
少々
６枚
適宜

応募方法
QR コード先の WEB フォーム
より、必要事項を記入のうえ
申し込みください。

申込期限 ８月 28 日㈰

問い合わせ 嬬恋村役場未来創造課
（☎ 0279-96-1257）

2022年   9月19日  月･祝11:00 ～17:00
男性 4,000円　女性 2,000円

- 吾 妻 郡 5 町 村 合 同 婚 活 -

2022年
8月28日
男女各10名

主催：ぐんま結婚支援連携協議会吾妻部会（中之条町･長野原町･嬬恋村･高山村･東吾妻町）
協力：プリオホールディングス (株) 縁活事業部

募集締切

なすの間に挟む甘味噌だれは、
群馬の郷土料理「焼きまんじゅう」の

味を思い出させます！

■作り方




